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  ！1）      亙｛・（X）｝・亙｛ψ（X）｝≠O
の下で次のように表わせる．
                γ（κ）一ル（ξ）！（ξ）鮎／（州
  （2）
                W（炸∫二ψ（ξ）∫（ξ）鮎1ψ（X）／
（A）与えられた密度関数∫（κ）に対して，適合しようとする密度関数を∫（κ）とし，
（・）    ψ（／）一1，・（／）一舟
とすれば，（2）は
                γ（κ）一戸（κ）≡∫ン（ξ）・ξ
  （4）
                肌）一・（κ）≡∫ン（ξ）・ξ
               一              （0，O）    σ（κ）とたる．この曲線を特に！（κ）の！（κ）による分布適合曲線と呼ぶ．
                                     図1．
もし適合が完成で
























             目視にもとづく鯨資源推定  その2
                                 岸  野  洋  久
 ライントラソセクト法は予め設定されたコースに沿って目視観測するべきだが，実際には鯨種および
群れサイズの確認の為発見された鯨は接近される接近方式が採られていた．シミュレーションにより，鯨
が不均質に分布しているときは，この方式は推定にバイアスを生ずることがわかった．ここで双眼鏡に
よる発見メカニズムとハザードレイトとの関係を見てみる．
 噴気間隔をτ。とし，双眼鏡の距離別識別関数を2（7）として，一回の噴気が双眼鏡の視野に入る時間
をTとおくと，船との相対位置（プ，θ）における鯨のハザードレイトん（γ，θ）は
1一七舳肌一轤P一・一州）几（テ∈（1，1・州
と表わされる．Tの分布は角度別努力量分布と双眼鏡の視角および角速度から計算される．
 ところで，鯨がバッチ状に分布しているときは調査の発見頭数の分散は大きくなるが，このことにつ
いて考察を加える．パッチの中心がなす分布を特性測度λ。（κ）〃をもつポアソン場N。（伽），中心κの
パッチ内における鯨の分布を特性測度λ1（Z一κ）aZをもつポアソン場N1（刑（aZ）とすると，海域λ内
の鯨の頭数は
N（λ）一∫ム州κ）〃〕（a・）
と表わされる．ここでN。，N1ω；κ∈R2は独立である．
川（λ））一亙（州））・ム〃）aκ∬ん（ふ一κ）λ1（締一κ）a・1仇
となる．第2項が不均質性による分散の増加を表わす．λ1として正規分布型。（2πσ2）’’exP｛一1z一κ12／
2σ21をとると，平均濃度λ。Cを固定したとき，この項はパッチ内の濃度Cに比例し，パッチ半径σの減
少関数となっている．また，半径が無限小になった極限ではC亙（M（λ））となる．
